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1. はじめに 

(1) 専門分 研修会について 

フィールド科学系部門構成員を対象とする本研修

会は，昨年度に引き続いての第 2 回目となる． 

第 1 回目は理学研究科附属臨海実験所にて行わ

れ，講師は当所に勤務する同部門生物科学班所属

の山口信雄氏が担当した． 

本研修会を部門単位の研修会として位置付けた

のは第 1 回目が企画された後の事で，当初は班毎の

勉強会として行われていた． 

(2) 本研修会の目的
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図 4. 官能検査の様子 

 

 

5. 䜰䞁䜿䞊䝖 

講師の不手際によりプログラム通りにいかなかった

ためアンケートは後日，メールで参加者へ送付した． 

内容は「専門分野別研修会について」 と 「実習

について」で，それぞれ 4 つの質問を行った． 

アンケートの集計結果の内，今回の「研修会を行

った意義」についてと，「今後の継続」については回

答者全員が「意義があった」，「今後も継続させるべ

き」と答えた． 

また，「各々が持つ食品製造施設のイメージと今回

利用した施設との比較」については，回答者の 4/7 が

「不足があった」と答えた． 

研修会の意義について全員が肯定的であるという

結果は今後の研修会を行う上で，大切にしていくべ

きだと思う． 

また，施設の不備については，施設の管理に関わ

る者として厳粛に受け止め，時間は掛かるが少しず

つ改善していきたいと思う． 

 

6. ᣺䜚㏉䛳䛶ᛮ䛖䛣䛸 

今回の研修会は，それを企画，進行する立場から

見るといろいろと反省点が多かった． 

しかし，部門構成員 21 名のうち，実に 18 名が多忙

の中，研修会に参加した事は喜ばしい． 

前述したが，何もしなければ触れ合う機会も少なく，

組織的には良くない． 

研修会を継続してゆくには，部門の構成員それぞ

れがその運営に積極的に関わり，また，自らの業務

についてアピールする場として活用する姿勢が肝要

である． 

今後も研修会を継続していくならば全員が対等の

立場で関わるべきだ． 

なぜなら，教える側も教わる側も学ぶべきことは多

いのだから． 

 

ㅰ㎡ 

今回のフィールド科学系部門専門分野別研修会

開催にあたり，業務指示者各位をはじめとして技術セ

ンターおよび学術部各位に，ご理解，ご協力を頂け

ました事を深謝いたします． 
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